
欧
米
に
は
各
国
毎
に
き
わ
め
て
巨
冊
の
特
長
あ
る
調
剤
薬
剤
学
書

が
あ
り
、
日
本
に
も
大
冊
の
調
剤
学
書
が
あ
っ
た
が
、
現
在
日
本
で

は
全
国
の
開
局
薬
局
、
病
院
薬
局
、
薬
科
大
学
薬
学
部
に
お
い
て
、

こ
の
二
○
○
頁
の
小
冊
子
が
改
版
を
重
ね
る
と
は
い
え
、
日
本
調
剤

学
を
代
表
し
て
三
○
年
と
な
っ
た
。

（
奈
良
佐
保
女
学
院
短
期
大
学
）

戦
後
始
ま
っ
た
薬
剤
師
国
家
試
験
の
必
須
課
目
で
あ
る
調
剤
学
の

問
題
は
こ
の
『
調
剤
指
針
』
か
ら
出
題
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
全
国

の
薬
科
大
学
の
調
剤
学
教
育
に
も
こ
の
『
調
剤
指
針
』
が
参
考
書
と

し
て
用
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
日
本
薬
局
方
等
の
改
正
毎
に
、
新
し
い

調
剤
技
術
を
も
加
え
『
昭
和
六
十
一
年
第
八
改
訂
調
剤
指
針
』
と

な
っ
た
。

自
由
民
権
運
動
が
国
会
の
開
設
、
地
租
の
軽
減
、
条
約
改
正
の
三

大
要
求
を
か
か
げ
て
、
近
代
的
立
憲
政
体
の
樹
立
と
、
生
活
の
安

定
、
民
族
自
決
権
の
確
立
を
目
指
し
て
立
ち
上
が
っ
た
日
本
最
初
の

民
主
主
義
運
動
で
あ
る
こ
と
は
、
今
日
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

運
動
は
民
選
議
院
（
国
会
）
の
設
立
を
要
求
し
た
明
治
七
年
か
ら
、

実
際
に
国
会
が
開
か
れ
た
明
治
二
十
三
年
頃
ま
で
続
い
た
。

他
の
地
域
の
民
権
運
動
が
国
会
開
設
運
動
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
に

対
し
て
、
神
奈
川
県
域
の
東
部
、
い
わ
ゆ
る
多
摩
三
郡
（
多
摩
三
郡

が
神
奈
川
県
を
離
れ
て
東
京
府
に
編
入
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
六
年

の
こ
と
で
あ
る
）
と
橘
樹
郡
に
お
い
て
は
民
権
結
社
の
運
動
が
先
行

し
た
。
こ
れ
ら
民
権
結
社
の
結
成
と
そ
の
運
動
に
た
ず
さ
わ
っ
た
川

崎
市
域
の
在
村
的
活
動
家
の
医
師
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一
阿
部
容
斉
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
一
月
一
日
生
ま
れ
。
父

自
由
民
権
運
動
に
か
か
わ
っ
た

川
崎
の
医
師
た
ち

深
瀬
泰
旦
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の
益
斉
を
師
と
し
て
二
年
に
わ
た
り
後
世
方
、
外
科
、
整
骨
科
を

学
ん
だ
。
漢
詩
を
よ
く
し
、
反
骨
の
漢
詩
人
窪
善
亮
や
小
菅
撲
一
（
号

香
村
）
と
の
交
際
が
あ
っ
た
。
ま
た
自
由
党
の
上
田
忠
一
郎
と
も
と

く
に
親
し
か
っ
た
。

二
岡
重
孝
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
の
生
ま
れ
で
、
岡
家
は
重

孝
を
も
っ
て
六
代
を
か
ぞ
え
る
川
崎
市
域
で
も
っ
と
も
古
い
医
家
で

あ
る
。
岡
家
の
祖
東
栄
は
も
と
長
崎
の
人
で
緒
方
姓
を
名
乗
っ
て
い

た
が
、
川
崎
の
久
本
村
（
現
在
の
高
津
区
）
に
移
っ
て
岡
姓
と
な
っ

て
医
を
業
と
し
た
。
つ
い
で
初
代
道
栄
、
玄
栄
、
二
代
道
栄
、
三
代

道
栄
を
経
て
、
重
孝
と
な
っ
た
。
東
栄
が
没
し
た
の
は
享
和
二
年

（
一
八
○
二
）
の
こ
と
な
の
で
、
川
崎
の
地
に
居
を
移
し
た
の
は
宝

暦
か
ら
明
和
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

『
当
区
医
務
取
調
書
上
』
に
よ
る
と
、
重
孝
は
開
業
後
は
『
瘍
科

秘
録
』
『
産
論
』
『
産
論
翼
』
な
ど
の
諸
書
を
研
究
し
て
い
る
の
で
、

明
治
期
を
む
か
え
て
か
ら
蘭
方
医
学
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

明
治
十
五
年
十
二
月
に
結
成
さ
れ
た
、
井
田
文
三
を
中
心
と
す
る

民
権
結
社
、
頼
母
子
懇
談
会
に
加
わ
り
民
権
運
動
に
活
躍
し
た
。
明

治
二
十
年
に
は
溝
口
村
ほ
か
六
ヶ
村
の
戸
長
と
な
り
、
明
治
三
十
二

年
の
郡
制
実
施
時
に
は
、
橘
樹
郡
議
会
の
副
議
長
に
就
任
し
て
い

プ
（
》
○

三
太
田
道
博
は
道
一
の
末
子
で
、
お
玉
が
池
種
痘
所
の
設
立
に
力

を
つ
く
し
た
東
海
の
弟
に
あ
た
る
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
生

ま
れ
。
幼
い
と
き
か
ら
父
に
洋
方
医
学
と
種
痘
術
を
学
び
、
安
政
六

年
（
一
八
五
九
）
に
下
谷
松
永
町
の
手
塚
良
斉
に
入
門
し
た
。
良
斉

は
手
塚
良
仙
光
照
の
次
女
の
婿
養
子
で
、
東
海
、
道
博
兄
弟
と
は
義

理
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
。

道
博
は
明
治
四
年
か
ら
東
京
府
下
の
柴
崎
村
（
現
在
の
調
布
市
）
、

砂
川
村
（
現
在
の
立
川
市
）
、
小
川
村
（
現
在
の
町
田
市
）
で
開
業

し
て
い
た
が
、
明
治
八
年
に
父
道
一
の
も
と
に
帰
り
、
父
の
医
業
を

手
伝
っ
て
い
る
。
こ
の
歳
の
三
月
に
兄
東
海
が
病
没
し
て
い
る
の

で
、
老
齢
の
父
を
助
け
る
た
め
溝
口
村
（
現
在
の
高
津
区
）
に
帰
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

自
由
民
権
運
動
の
波
が
川
崎
に
も
お
よ
び
、
溝
の
口
を
中
心
に
活

発
な
運
動
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
道
博
は
明
治
十
四
年
七
月

一
日
に
設
立
さ
れ
た
旧
五
大
区
親
睦
会
に
加
わ
っ
て
民
権
運
動
に
身

を
投
じ
、
さ
ら
に
明
治
十
五
年
に
は
頼
母
子
懇
談
会
に
加
わ
っ
て
、

官
憲
の
あ
く
な
き
弾
圧
に
も
屈
せ
ず
活
躍
し
て
い
る
。
明
治
十
七
年
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一
月
六
日
に
長
尾
神
木
の
等
覚
院
で
開
か
れ
た
学
術
演
説
会
で
、
大

隈
重
信
の
右
腕
と
い
わ
れ
た
島
田
三
郎
の
演
説
に
続
い
て
、
道
博
は

「
米
価
低
落
ノ
影
響
〈
将
二
如
何
ナ
ル
結
果
ヲ
生
ゼ
ン
ト
ス
ル
カ
」

と
題
し
て
演
説
を
し
よ
う
と
壇
上
に
立
っ
た
と
き
、
二
名
の
臨
席
警

官
よ
り
時
間
切
れ
を
理
由
に
、
降
壇
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
の
ち
に
板
垣

退
助
の
自
由
党
に
属
し
、
明
治
二
十
六
年
の
神
奈
川
県
会
議
員
選
挙

に
は
、
橘
樹
郡
を
地
盤
に
三
人
の
自
由
党
の
同
士
と
共
に
立
候
補
し

た
が
一
敗
地
に
ま
承
れ
、
定
員
四
議
席
は
す
べ
て
改
進
党
の
候
補
の

た
め
に
奪
わ
れ
た
。

四
河
合
平
蔵
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
父
健
児
（
け
ん
じ

よ
）
の
第
二
子
と
し
て
生
ま
れ
、
字
を
利
器
（
と
し
か
ず
）
と
い
っ

た
。
河
合
家
は
代
々
五
反
田
村
（
現
在
の
多
摩
区
生
田
）
の
年
寄
役

を
務
め
て
い
た
家
柄
で
あ
る
。
平
蔵
は
安
政
二
年
、
江
戸
本
郷
弓
町

の
高
崎
藩
医
山
田
昌
栄
の
も
と
に
入
門
し
て
医
を
修
め
た
。
九
年
間

の
修
業
の
後
、
文
久
三
年
に
五
反
田
村
の
自
宅
で
開
業
し
た
。

維
新
後
は
医
業
よ
り
も
地
方
政
治
に
心
を
ひ
か
れ
、
第
五
大
区
第

七
小
区
の
書
記
、
戸
長
と
進
ん
だ
。
明
治
十
三
年
十
二
月
五
日
に
北

多
摩
郡
府
中
駅
高
安
寺
で
開
か
れ
た
武
蔵
六
郡
懇
親
会
の
発
会
に
あ

た
っ
て
は
、
仮
幹
事
五
一
名
の
中
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
こ
の

時
以
後
、
平
蔵
は
自
由
民
権
運
動
家
と
し
て
橘
樹
郡
下
ば
か
り
で
な

く
、
三
多
摩
を
は
じ
め
、
都
築
郡
、
久
良
岐
郡
な
ど
の
民
権
運
動
家

の
間
に
広
く
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
翌
明
治
十
四
年

二
月
十
一
日
の
橘
樹
郡
親
睦
会
の
結
成
に
あ
た
っ
て
は
、
幹
事
に
選

ば
れ
て
い
る
。
こ
の
新
睦
会
の
会
主
に
お
さ
れ
た
の
は
橘
郡
長
の
松

尾
豊
材
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
民
権
運
動
で
は
、
郡
長
や
戸
長
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
し
、
ヘ
ル
の
行
政
官
が
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が

承
ら
れ
る
。

平
蔵
は
も
ち
ろ
ん
頼
母
子
懇
談
会
に
も
加
わ
っ
て
い
る
し
、
自
由

党
員
に
も
な
っ
て
い
る
。
の
ち
に
生
田
村
の
村
長
に
就
任
し
た
も
の

の
、
改
進
党
の
勢
力
が
上
昇
気
運
の
当
時
に
あ
っ
て
は
、
自
由
党
系

の
平
蔵
は
空
し
く
孤
塁
を
守
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
・
順
天
堂
大
学
医
学
部
）
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